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( 科目コード：8700520003KK)

【改訂】第 1 版（2009-03-22）
【科目】分析化学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・3 年次
【担当教員】

藤重 昌生

【授業目標・教育方針】
物質の成分を定性的、定量的に分析する際の理論、特に分析化学の基礎である溶液反応について理解する。

【授業概要】
物質の成分を定性的、定量的に分析するために必要な化学反応、あるいは法則等の理解を深めるため、演習問題を解
きながら解説する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：分析化学Ⅰ　基礎編：クリスチャン：丸善㈱：4-621-07554-3
参考資料：プリント配布

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
教室での講義形式（必要に応じて教室スクリーン使用 )

【成績評価方法】
［前期］中間試験：45%，期末試験：45%，レポート：10%
［後期］中間試験：45%，期末試験：45%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：分析化学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 分析化学とは 定性分析、定量分析、重量分析、容量分析、機器分析
　等

第 2-3 回 分析化学と単位 %,wt%,ppm,ppb,ppt,mol　等 課題１
第 4 回 分析結果の表し方 有効数字、信頼性、再現性
第 5-7 回 溶液の濃度Ⅰ－Ⅲ 定量分析 課題２
第 8 回 中間試験
第 9-11 回 化学平衡の概念Ⅰ－Ⅲ モル平衡定数、平衡定数に影響する因子
第 12 回 化学平衡の概念Ⅳ 解離反応の平衡定数 課題３
第 13 回 化学平衡の概念Ⅴ ル・シャトリエの原理
第 14-15 回 化学平衡の概念Ⅵ－Ⅶ 共通イオン効果 課題４
第 16 回 化学平衡の概念Ⅷ 活量と活量係数
第 17 回 化学平衡の概念Ⅸ イオン強度、塩効果 課題５
第 18-19 回 酸・塩基平衡Ⅰ－Ⅱ 酸性度定数、共益酸・塩基
第 20 回 酸・塩基平衡Ⅲ 自己プロトリシス定数、pH 目盛 課題６
第 21 回 酸・塩基平衡Ⅳ 弱酸・弱塩基の pH

第 22 回 酸・塩基平衡Ⅴ 弱酸・弱塩基の塩
第 23 回 中間試験
第 24 回 酸・塩基平衡Ⅵ 緩衝液
第 25 回 酸・塩基平衡Ⅶ 多塩基酸の解離 課題７
第 26 回 沈殿平衡Ⅰ 溶解度積
第 27 回 沈殿平衡Ⅱ 沈殿の生成条件
第 28 回 沈殿平衡Ⅲ 硫化物の沈殿
第 29 回 沈殿平衡Ⅳ 沈殿中の不純物、沈殿の洗浄 課題８
第 30 回 機器分析 機器分析の特徴、種類、応用例
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